











































































































































































































































































と考えられる。テキス ト分析 タスクで使用 したテ
キス トは、論理的な文章の書き方を示しているが、
その効果については記述しておらず、筆者も授業中
にその効果を言及したわけではない。しかし、この
チャートを作成した留学生は、文章の説得力を高め
る効果があると記している。これは、タスク活動を
通 して留学生自らがその効果を掴みとったことを
示しているだろう。学生にはこのように、全てを講
義等で説明しなくても、状況さえ整えれば自ら掴み
とる力があると考えられる。
また、P&Rチャートには「支持文や中心文を勉
強し、作文の流れを学んで、だんだん自信が高まっ
ていった。」(留学生E)という記述もあり、上記の
ような気づ きが学生の自信につながっていること
も見てとれた。この自信が、学生の次の学習につな
がっていくと考えられる。
以上のように、テキス ト分析タスクを用いること
で因他 (2008)が述べたテキス ト分析タスクの効用
である論文スキーマの形成が、S大学の学部留学生
にも生じたことがわかった。また、この論文スキー
マの形成により、学部留学生らの文章構成や論理構
成の問題が解消される、あるいは解消される方向に
今後向かっていくだろうことが観察できた。
さらに感想ラベルやP&Rチャー トを分析する
と、テキス ト分析タスクによる別の効果も示されて
いる。それについては、以下で述べていきたい。
4…2 他者の作文の検討による効果
感想ラベルには「他人の作文の間違ったことを
探すとき、実は自分で作文するときいつもまちがっ
ていたところもわかった」(留学生H)という記述
が見られ、他者の作文を検討することが自身の作文
への検討につながっていることが示されている。他
者が書いた文章でも、印刷された文章には間違いは
(ほぼ)ないだろう。しかし、同じ他者であっても
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クラスメー トの書いた作文には間違いも含まれて
いる。この他者による間違いが、学習の契機となっ
ていることを上記の感想ラベルのコメントは示 し
ているといえよう。
また、P&Rチャー トには、「自分の考えたもの
を書 くだけではなく、他人はどんな風に書いている
かも分析すること。そのような方法、私が一番習っ
てたことだと思う」(留学生C)「作文、レポートは
どう書けばいいのかということを勉強した。それだ
けではなく、評点することもした。他の人の作文の
良い点と悪い点をみんなと一緒に討論したりして、
とても役に立つと思う」(留学生J)「自分で作文を
書き、そして、他人の作文を読み、いいところや間
違ったところを探 し、そうすれば自分の読解能力も
書 く能力も高 くなった」(留学生G)という記述が
あった。これらは、他者の作文を検討するという作
業に個々の学生が意義を見出していることを示す
ものであろう。他者の文章を検討することは、ゼミ
活動を始めとする大学の学習で必ず必要になって
くる作業である。先にS大学の学部留学生の特徴と
して、受身的学習に慣れている者が多いと述べた
が、このため、ともすれば答えのみを知りたがる学
生も多い。今回のテキス ト分析タスク時の作文の検
討作業でも当初は早 く答えを教えてほしいという
様子が見てとれた。しかし、最後の授業でのP&R
チヤート作成時には上記のような記述が見られ、各
自が意義付けを行っていることがわかった。このよ
うな学習に自ら意義付けを見出していく力 も大学
生にとって必要な力といえるのではないだろうか。
さらに感想ラベルには、「クラスメー トの作文を
見ているとき、彼達の想い方や考え方などがわかっ
ているが、なんか、中国語から日本語に訳 した文
章はときどき変な感 じが した。どうすればよいか」
という記述も見られた。このラベルを書いた学部留
学生は、中国人であるが故に、クラスメー トが書い
た中国語から日本語にそのまま訳した文章に生 じ
る奇異に気がつき、違和感のない日本語で表現する
ためにどうしたらよいのかということに関心を持
つようになったと考えられる。この学生は、今後、
違和感のない日本語で表現する方法を模索 してい
くと考えられる。
4…3 その他の効果
感想ラベルには、その他に「日常知識が足 りな
いのは、今日の作文題目からわかった。やはり大
学生だから、色々な面でも予備知識がないと進歩
できないから、これからもっと勉強しよう」(留学
生C)「日本語の問題じゃなく、社会常識に関する
知識が足りないということが気がついた」(留学生
J)「話題になっていることは、自分の意見を持つの
は大切だと思う」(留学生A)という記述も見られ、
大学生として一般的な教養を身につけることや自
分自身の意見を持つことの必要性への自覚が垣間
見れる。このような効果はテキスト分析タスクの
調査を行った因他 (2008)では言及されていない。
テキスト分析タスクによる効果というより、作文課
題の効果と呼ぶべきものであろう。しかし、この度
の授業の効果として記述しておきたい。
またP&Rチャートには、「以前私は自分の作文
が良くないと思ったけれど、ある日誰かが私の作文
の中でいい所を言ってくれて、とてもありがたいと
思った。」(留学生E)「毎回自分が書いた作文のミ
スを他人に探されると、次回もっと頑張ろうと思つ
たことが′亡、に残っている」(留学生G)といった記
述も見られ、作文検討時の他者からのコメントによ
り、自信を得たり、やる気を喚起されている様子が
うかがえた。日本語学校で1,2年日本語を学習し
ただけで入学してくる学部留学生にとって、大学で
の学習は難しく戸惑いも多いようである。今回のテ
キスト分析タスクにより、自信を得たり、新たな動
機付けを獲得できたことは、学部留学生達の今後の
学習の牽引力となるのではないだろうか。
5 まとめ
本稿ではS大学における学部留学生の「日本語
作文」クラスでの感想ラベル・P&Rチャートお
よびテキスト分析タスクを用いた取り組みによっ
て、学部留学生が文章構成や論理的展開に対して
注意を払っている様子を報告した。筆者は、この
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様子を学部留学生自身が記述 した感想ラベルやP
&Rチャー トに拠って示 した。感想ラベルやP&
Rチャー トの記述は、本稿で先に述べたように学
生自身が記述するが故に学生が自覚 した学びの記
述であると考えられる。感想ラベルやP&Rチャー
トの記述から、今回の授業参加者である学部留学生
が、様々な学びを自覚していることがわかった。ま
た同ラベルやチャー トには、その学びの自覚により
新たに自らに課題を課し、学習を進めていこうとし
ている気持ちも記述されていた。この学びの記述、
今後の課題の記述は、林 (2002)のいう自己評価が
記述されたものと言えよう。このため、本稿では学
部留学生が自ら学びを評価 している姿を示すこと
ができたと思う。
大学での学習は、日本人学生でもそれまでの高校
までの学習体験とは異なることが多いため、戸惑い
が見られる。学部留学生はそれに加えて、日本語の
問題がある。日本語の問題とは単に言葉の問題とい
うだけでなく、日本語の文章が持つ特徴をも含ん
でいる。学部留学生は日本語を母語としないので、
それらは身近なものではなく、まずそれらに気づく
ことから始めなければならない者が大半であろう。
その意味で、今回採用したテキス ト分析タスクは、
学部留学生らに気づきを促すことができ、有用で
あったと考える。
また、学生達はテキス ト分析タスクの中で行った
他者の作文を検討する、つまり議論をするという体
験を通して、自分の作文への新たな気づきや他者に
ほめられることによる自信の形成、他者に欠点を指
摘されたくないから頑張るといった新たな動機付
けを得ている。学部留学生達は、これらの認識を得
ることにより、他者と議論することを通して学びを
深めるという、大学での学習の一側面にも気づくこ
とができたのではないだろうか。
大学院留学生と異なり、母国で大学での学習や研
究活動をしておらず、能動的に学習する経験をして
いない学部留学生には、日本の大学で求められる能
動的な学習姿勢は、戸惑いを生じさせる。日本語の
授業である以上、日本語を教えることは当然のこと
であるが、大学教育に携わる者として、日本語を教
えるだけでは不十分であろう。学部留学生が、大学
での学習および研究を進めることができ、その成
果をもって卒業できることを主眼において授業を
行っていく必要があるのではないだろうか。そのた
めには、大学での学習および研究を滞りなく進めて
いくことができる力を身につけられるような授業
設計をすることが必要となるだろう。今回の報告で
は、学部留学生が大学での学習および研究を滞りな
く進めていくために必要な力に気づき、今後それら
を身につけていこうと努めるであろう萌芽を記す
ことができたと考える。今回用いたテキスト分析タ
スクと感想ラベル、P&Rチャートという手法は、
上記のような目的を持って授業を行う際に有効な
手法となりうるといえるのではないだろうか。
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